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I．はじめに

　秩父演習林の人工林固定測定試験地は，標高 1000m 前後の高冷地において植栽された人工林

の生育状況を調査し，樹種による生育の違いを知るとともに，間伐の有無，間伐の強さによる生

育状況の違いを知り，植栽樹種の選定及び間伐の指針とすることを目的として，主に 1956 年か

ら 1970 年にかけて設定された（山本ら，1988）。本試験地は，「成長試験地」と「間伐試験地」

とに区別されている。「成長試験地」は，スギ，ヒノキの人工林で，撫育間伐や利用間伐を行い

ながら，試験木の成長測定を行っている試験地である。「間伐試験地」は，スギ，ヒノキ，サワ

ラ，カラマツの人工林で，無間伐区と間伐区，弱度間伐区と強度間伐区など，対象区を設けて試

験木の成長測定を行っている試験地である。測定間隔はおおよそ 5 年ごとである。設定から

2012 年までの測定結果は報告済みである（山本ら，1988；大村ら，2004；大村ら，2012；丹羽

ら，2014）。今回は 2014 年から 2017 年までの測定結果を報告する。

II．試験地の概況

　本試験地は，埼玉県秩父市大滝の秩父演習林に設置されている（図－1）。1934 年に「成長試

験地」が 2 箇所設置され，その後 1956 年から 1964 年の間に「成長試験地」が 46 箇所，「間伐試

験地」が 4 箇所設定された。設定から年月が経過して収穫期を迎えた林分の中から皆伐のために

消滅した試験地や，「成長試験地」から「間伐試験地」に変更された試験地，新たに設置した試

験地などがあり，2018 年現在，測定が継続されているのは「成長試験地」11 箇所（表－1），「間

伐試験地」32 箇所である（表－2）。
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III．測定方法

　胸高直径は毎木調査であり，65cm 未満の樹木は輪尺により山側およびそれと直交する 2 方向

を 0.1cm 単位で測定し，平均値を求めた。65cm 以上の樹木，または輪尺による測定が困難な場

合は直径巻尺により 0.1cm 単位で測定した。測定位置は地上 1.3m とした。樹高は初回測定時に

胸高直径階に偏りがないように選出した一部の個体を継続して測定することを基本とした。伐採

や枯損により測定ができなくなった場合には，同一の胸高直径階にあり，樹冠折れ，被圧など伸

長成長に著しい障害のない個体を代替木として測定した。測定には 1981 年まではワイゼ式測高

器，1985 年から 2001 年まではブルーメライス測高器，2002 年から 2011 年まではバーテックス

Ⅲ（Vertex Ⅲ, Haglöf, Sweden），2012 年以降はバーテックスⅣ（Vertex Ⅳ, Haglöf, Sweden）を用

いて 0.1m 単位で測定している。

IV．データ概要

　附表－1 に直径分布（2cm 括約）と林分特性値を示す。各試験地の調査データは附表－2 に示

す通りである。附表－2 に記載された「枯損」は，前回の調査後に枯損したことを示しており，

「不明」は，伐採や枯損の跡がないが所在不明であることを示している。

図－1　試験地位置図
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　「間伐試験地」のうち，矢竹沢 29 林班い 1 小班に 1997 年に新設されたスギ 503A・B・C は，

1959 年および 1962 年に無間伐区，強度間伐区，弱度間伐区として設定されたものであるが，

1997 年に改めて 503 試験地全体が無間伐区，600 本 /ha 区，400 本 /ha 区，200 本 /ha 区の 4 区画

に再区分されて間伐われた。さらに，2008 年に無間伐区の一部で伐採が行われた。結果として，

施行履歴と区画が複雑に推移してきているため，今回過去の施行履歴に応じて a～g の 7 区画に

分けた。その区画名と面積は表－3 に記載した。面積は図面上の面積である。附表－ 2 の中には

各幹が位置する新たな区画名を合わせて記載するとともに，各間伐・伐採時における各幹に対す

る施行を記載した。なお，もとの無間伐区 503A（2387m2）のうち 937m2 が現在も無間伐区（a

区）として残っている。

　間伐試験地の無間伐区であった要倉沢 003B，矢竹沢 032D，矢竹沢 033F，矢竹沢 034H につい

ても，無間伐区設定後に 1 回または 2 回間伐が実施されたために，現時点では無間伐区ではなく

なった。

表－3　矢竹沢 503 区の施業履歴別面積区分

V．おわりに

　人工林固定測定試験地は，長伐期施業下の高齢人工林に関する資料を収集するために今後も継

続して測定し，その測定結果を報告していく予定である。

　本資料の測定には，秩父演習林の職員以外にも，森林経理学研究室の教員及び学生など多くの

方にご協力いただいた。ここに厚く御礼を申し上げる。
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